
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本物の探究を 

めざす先生方へ 

 

① 「立ち止まりポイント」の効果的な位置付け 

児童生徒が意欲的に探究活動を行っているかを常

に見取る。指導者は、ファシリテーターとしての立場

をとり、活動をコーディネートしていく気持ちで児

童生徒を見守り、しっかり試行錯誤させる。 

 

② 児童生徒が学びやすい環境づくり 

○道具や材料の準備 

必要だと思う道具や材料をさりげなく準備し

ておいて、児童はそれを自分の考えで選択し活

動を進めていく。 

○自己決定の場づくり 

○図書館司書との連携 

 

 

 

 

 

 

 

○学習の足跡の掲示 

 

 

 

 

 

③ 系統表に沿った見取り 

   「つけたい力・なりたい姿」の系統表に沿って、

本時の児童生徒の姿がどうであったか、またそ

のための手立ては有効であったかについて協議

する。 

 

 

 ３年目の研究内容 

児童生徒になってほしい姿やつけたい力を中学校

区の教職員で共有 

つけたい力・そうなりたい姿の系統表の作成 

 

① ルーブリック 

② カードの活用 

③ 指導者のファシリテート 

「児童の実態把握と教師の出(で)（指導）」 

指導者が全て段取りよく指導していくのではな

く、児童の実態をしっかり把握し、児童がつまずい

たときや、しっかり考えさせたいときにタイミング

よく指導する。（出る） 

 

あらかじめ決めておいたグループの児童生徒がど 

んなつぶやきをしているか、どんな表情をしている 

か等、子ども一人ひとりの姿を見取る。その見取った 

姿をもとに語り合う教師集団をめざす。 

 

 

 

 

 1年目の研究内容 

 

 

① 小中連携の充実 

② 導入の工夫 

○異学年交流で自分事に 

 

 

 

 

 

 

○児童が自己決定 

○実際の社会にある課題を自分事に 

○自分をみつめる 

③「立ち止まりポイント」の位置づけ 

指導者が全てお膳立ててスムーズに学習を進行 

するのではなく、児童に立ち止まって考えさせる

場面を仕組む。立ち止まりポイントとは、児童の考

えが進まない場面であったり、失敗した場面であ

ったりする。立ち止まらせることで、思考を深めさ

せていく。 

 

 

 

 

④ 指導者のファシリテート 

⑤ 児童生徒の姿で語ることのできる教師集団 

 

ＰＢＬ（プロジェクト型学習）を参考に 
 答え（ひとつの解）のない問いを扱う 
 実生活・実社会の課題を解決する 
 社会へ還元する学習 
 

児童生徒が
作り出す 

先生も地域
に出て､探究 

 

“よりよい学校教育を通じて 
よりよい社会を創る！” 

１年目・２年目の 

くわしい実践内容

は、こちらからご覧

いただけます。 

④ 本物にふれる 

⑤ 研修方法 

 

 月に一度の研究担当者会 

 一年目は，オンラインで担当者会を行っていましたが，やはり，顔を合わせて話をする方が，

遠慮なく交流することができました。困っていることや共有すべきこと，また，進捗状況等の確

認をしました。町内共通サーバでのデータの共有も効果的でした。 

活動の様子が分かる写真や板書の写真を共有することで，どんなことをしているのか,進めてい

るのかが把握できました。 

 

研究主題 

主体性を発揮する児童生徒の育成 
―「地域」を教材とした探究的な活動を通してー 

児童生徒も 

神石高原町立三和中学校区 

先生も 



 

  実際に探究を行ってきた中学校区の先生方に 
 「本物の探究」を目指すためのおすすめの取組を聞い
てみました!!その理由も吹き出しで紹介！ 

 これまでの学習を振り
返るのにとても便利！ 
そうだった！あんなこ

と考えていた！ 

 環境を整えること
で、教師のこえかけが
なくても、子どもの学
びは進み、深まる！ 

 子どもの「やってみ
たい！」「調べたい！」
を叶えるためには、教
師が引き出しをもっ
ておかなくては！ 

 本物を見る・体験す
るからこそ、興味や
意欲が湧く！ 

 新しい気づきが
できる！ 

 子どもが自分の生
活に活かそうとす
る！ 

 机上の空論とならない！ 

 子どもは経験がな
いと（ゼロベースだ
と）新たな考えは出
せない！ 

困ったことが
ある→解決する
のサイクルが増え
ることで、問題解
決の力がつくだ
けでなく、子ども
の自信や意欲に
つながる！ 

子どもがより
自分事として、深
く追究しようと意
識が高まる！ 

子どもが学習
に、より本気にな
る姿が見られ
る！ 

ここで、子ども
の思考が深ま
る！ 

失敗から改善
方法を考えること
で、新たな学びに
なる！ 

「主体的に」活動させる
ために、これは外せない！ 

「神石のよさを伝
える」という目的
は変えず、その達
成のために「売
る」という活動を
３回スパイラルに
行ったことで、既
習事項を活かす
力や、実社会での
販売の難しさや
達成感を味わう
ことができ、ワク
ワクドキドキの総
合につながっ
た！ 

「立ち止まりポイント」の効果的な位置づけ 

本物にふれる 児童生徒が学びやすい環境づくり 


